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市場ニーズと 
自動認識技術の本質 
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市場ニーズ 

「安全・安心」 
「環境保全」 
「セキュリティ」は 
それぞれ 
相関関係にある 

トレーサ 
ビリティ 
の向上 

安全・安心 
食品：残留農薬、賞味期限、原産地証明、 
    O-157、BSE、鳥インフルエンザ 
医療：患者の間違い、投薬ミス、院内感染、 
        医療材料の廃棄、薬の副作用 

環境保全 セキュリティ 
テロ対策、子供の保護、 
偽造品(偽札、偽ブランド品) 
情報流出、情報改ざん 
(コーポレートガバナンス) 

省エネルギー、省資源、熱回収、 
3R(リデュース、リユース、リサイクル)
環境ホルモン、有害物質、フロン、 
二酸化炭素 

ISO28000 
サプライチェーン 

ISO27000 
情報 

ISO28000 
偽造防止・真贋判定 

ISO14000 
環境保全 

ISO9000 
品質保証 
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自動車 家電 食品 医療 運輸 
リサイクル法 
リサイクル率の
向上 
環境影響物質の
管理 

リサイクル法 
リサイクル率の
向上 
環境影響物質の
管理 

食品の安全保障 
O-157 

狂牛病 (BSE) 

鳥インフルエン 

残留農薬 

原産地証明 

医療システムの 
安全性保障 
患者の間違い 
薬、投薬量の間違い 
院内感染 
医療材料の廃棄 

ロジスティクスシステム
の高度化 
リアルタイム集配送シス
テムの実現 
インターモーダル配送
システムの確立 
                輸送品質保障 
                輸送時間短縮 
 

全ての商品に必要な情報を国際的に 
共通の方法で付与する 

有害物質、環境影響物質（環境ホルモン）管理の実現 

QS（ISO）9000の品質トレーサビリティの保障 

サプライチェーンマネージメントの高度化 

日本の産業分野での緊急課題 

商品トレーサビリティの確立 
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トレーサビリティの本質 

業務が正常に行われている 
ときはトレーサビリティは不要 

導入のしきい地が高い 

●消費者の賢い選択 
●政治的圧力 
 (法律、環境保全、リサイクル) 

低コスト、省エネルギー、 
省資源に貢献 

低コストのうち 
効率化の実現が最も近道 

サプライチェーンの 
効率化が有望 

トレーサビリティの実現 

保険 

アジア物流 
コスト(20%)は 
日欧米(10%未満) 
に比べて倍以上 

コスト負担者と 
受益者が 
異なる場合 
がある 
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データキャリアシステム 

●B to B 
●B to C 
●C to C 

インターネットのユーザー数 

●電力 
●電話/携帯電話 
●デジタル通信 
●インターネット/LAN 
●教育 
●技術/技能 

市場ニーズの検証 

基本システム設計 

データ内容の決定 

データキャリアの選定 

試行 

システム設計変更 

●個人 
●企業 
●企業グループ 
●業界 
●全業界 

●国内 
●二国間 
●経済圏 
●地球規模 

・EU 
・NAFTA 
・ASEAN 

●システムは存在するか？ 
●現状システムをどの 
   ように新システムに 
   移行するか？ 
●画一的な方法は可能か？ 

国際用途は 
技術/システムの 
多様性が必要 

ビジネスモデル 

インフラのレベル 

設計プロセス 対象範囲 

対象地域 

ネット 
ワーク 
システム 

100人当たりインターネットユーザー数(人) 
※日本は100人当たり50,2人 
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自動認識技術の本質 

自動認識技術 

データベース内のデータと 
対象とを比較認証する技術 

自動認識技術を導入するためには、 
すでにデータベースが存在することが条件 

データベースシステムの形態により 
使用される自動認識技術が異なる 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
集
中
シ
ス
テ
ム 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
分
散
シ
ス
テ
ム 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
複
合
シ
ス
テ
ム 

● 1次元シンボル  ● ICカード 
● 2次元シンボル  ● RFID 
● 磁気カード     ● バイオメトリクス 

●データベース集中システム 
    ネットワークオンライン 

●データベース分散システム 
    スタンドアロン 

●データベース複合システム 

ネットワーク上の 
データベース 
へのアクセスは 
効率低下か？ 

読み取り動作は 
非効率か？ 
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ICTとデータキャリア 

●分散型データベース 
●スタンドアロンシステム 
●オープンシステム 

●集中型データベース 
●ネットワークシステム 
●クローズドシステム 

離れて読める(読み取り作業が不要)、複数同時読み取り、 
データが追記できる、セキュリティレベルを高くできる RFIDの特長 
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データキャリアの本質 

データキャリア 

1種類のデータキャリアが 
多用途に利用される 

クローズドシステムが 
オープンシステムに 
影響を与える場合がある 

1次元/2次元シンボルは 
影響小(狙い読み)、RFID 
は影響大(離れて読める) 

データキャリアが添付 
された対象(物、人･･･)を 
識別する 

データキャリアの識別コード 
＝対象の識別コード 

ICカード、RFIDは、データ 
キャリアの識別コードと 
対象の識別コードとの 
両方をもつ 

不読み時のリカバリ手段 
の有無がシステムの 
採用に大きく影響する 

複数種類の 
データキャリアの活用 

複数のデータキャリアの共用が重要 

・RFID＋1次元シンボル 
・ICカード 
  ＋2次元シンボル 
・1次元シンボル＋OCR 

プライバシー問題 
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ご清聴、ありがとうございました。 
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